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場所：忠南大学校 

留学期間：2018 年 2 月∼2019 年 1 月 

 

１、留学をしようと思った理由 

私は、2 回生の時に蔚山大学で行われた 3 週間の

語学研修に参加しました。当時、私はほとんど韓国

語ができず、日本語で韓国人学生と意思疎通を行っ

ていました。そこで出会った韓国人学生は、みんな

日本語が上手で、私も相手の言語で意思疎通を図り

たいと思うようになりました。そして帰国後、韓国

語の勉強を本格的に始めたのち、一番効率の良い上

達方法は一人で留学に行くことだと感じ、今回の交

換留学を決意しました。 

 

２、忠南大学校を選んだ理由 

 私が忠南大学校を選んだ理由はただ一つ、日本人が少ないからです。忠南大学校の

ある大田広域市は、韓国中部に位置しており、都市部と比べて日本人留学生が少ない

と聞き、ここを選びました。なぜ、日本人が少ないという観点から選んだかという

と、日本語が通じない環境に身を置くことで語学はもちろん自分自身の成長につなが

ると思ったからです。特に将来、仕事をしていく中でコミュニケーション能力は欠か

せないものであると思っています。このコミュニケーション能力を厳しい環境の中で

で培っていきたいと思っていました。 

 

３、留学の思い出 

   1 年間の留学を振り返ってみると、楽しいことだけでなく、様々な困難に直面し、

辛いことも多くありましたがその一つ一つが私を成長させてくれました。その留学先

での経験を紹介していきたいと思います。 

 

  〇寮生活について 

部屋は 3 人部屋で 1 学期は韓国人とドイツ人、2 学期は韓国人とエチオピア人と一緒

に生活しました。日々の生活を送っていく中で、文化の違いを感じる場面も多々あり

ましたが、実生活でそれを感じられる機会はなかなかなく、貴重な経験をさせていた

だいたと思います。また、英語も交えながら会話をしていたため英語の上達も図るこ

とができました。 

 

〇授業について 
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1 学期は、語学堂を中心に語学の習得、定着に焦点を当てて勉強に取り組みまし

た。語学堂での授業も全て韓国語で行われたため、最初は苦労しましたが徐々に慣れ

ていき、クラスメイトとともに楽しく学習することができました。また、文化体験等

のプログラムも整っており、非常に充実した学習環境でした。また、大学の授業で

は、グループ発表があったりと 1 学期は特に慣れない環境で苦労しました。 

夏休みには、「愛と結婚の経済学」という集中講義を受けました。この授業は毎回

の授業で班別で討論する機会がありました。班の韓国人学生たちと討論する中で、そ

れぞれの価値観を共有することができました。 

 2 学期は、法律科目を中心に履修しました。韓国の法律は日本から来たものも多

く、比較的理解しやすかったのが印象に残っています。しかし、内容が多くテスト期

間は毎日図書館に通っていました。 

 

  〇課外活動について 

 右の写真は、5 月に行われた日本 

  文化体験教室というイベントでス   

タッフを務めさせていただいた時       

の様子です。このイベントは日本  

文化に興味のある学生が応募し参 

加するイベントで、日本文化の魅 

力が少しでも伝わるよう努めまし 

た。このようにお互いの文化を学  

ぶ機会が今後広がっていけばいいなと思います。  

 また、海軍士官学校や陸軍士官学校、戦争記念館、独立記念館等を訪問し、歴史に

対する知識を深めるとともに、日本人との認識の違いを感じとることができました。 

 

〇サークル活動等について     

私は、1 年間 AFKN という

韓国人学生と留学生が交流す

るサークルに所属していまし

た。ここでは国籍や性別関係

なく様々な人と友達になり、

親睦を深めることができまし

た。 



留学報告書 

愛媛大学法文学部人文社会学科法学・政策学コース 

永吉 翼 

3 

 日語日文学科の行事にも多数招

待を受け、参加させていただきま

した。 

日本が好きな学生、興味のある

学生が韓国には多くいて、多くの

大学にこうして日本語や日本文化

を学ぶ学科があります。 

〇辛かったこと・学んだこと 

留学において辛いと思ったことは、日本に対して

悪いイメージのみを持っている人、偏見を持ってい

る人がいるということです。ですが、これは日本も

同じだと思います。私は、偏見や差別をなくすため

にもまず、お互いの国に行ってみること、そしてお

互いの交流を絶やさないことが必要であると感じま

した。また、時には意見が食い違うこともあると思

います。しかし、私は逃げずに真剣に向き合うことで真の信頼関係が築けるということ

をこの留学を通して感じました。 

 

４、留学を終えて 

留学を終えるにあたって、多くの友達が私のために、送別会を開いてくれたり多くの

メッセージをくれたりしました。しんどい時もたくさんありましたが、その度に「お酒

でも飲もう」と誘ってくれ、なんでも話を聞いてくれた友達がいたからこそ乗り越える

ことができました。次は、私が留学生を支える立場になり、「愛媛大学に来てよかっ

た」と思ってもらえるように努力していきたいと思います。 

1 年間の留学を通して、私自身想像以上に多くの経験をし、様々な面で成長できたと

思います。忠南大学校で過ごした 1 年間は私にとってかけがえのない財産であり、この

経験を今後の人生に生かしていきたいと思います。 

 

５、留学を考えている方々へ 

どこに行くにせよ、辛いことや逃げ出したくなることは必ずあると思います。しか

し、それを自分が成長できるチャンスだと思い、挑戦してみることで後から大きく変わ

ってくると思います。 

また、韓国に留学を考えている方は、忠南大学校をおすすめしたいと思います。 


